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「パリのおばあさんの物語」

スージー・モルゲンステ

ルヌ 著／岸惠子 訳

千倉書房

小さなアパルトマンに一
人暮らしのおばあさん。天性の明るさ
で“老い”と“孤独”を受け入れてやわ
らかく爽やかに生きるおばあさんの
生き方。あなたはどう思う？【韮山】

「無用庵隠居修行」

海老沢泰久 著

文藝春秋

直参
じきさん

旗本
はたもと

日向
ひゅうが

半兵衛
は ん べ え

、
出世のことしか考えな

い武士どもに嫌気が差し、暮らし始
めた隠居所の名が『無用庵』。口は悪
いが情にゃ弱い。事件があれば黙っ
ておれぬ。 【長岡】

「傍
かたえ

聞
ぎ

き」

長岡弘樹 著／双葉社

｢白雨
はく う

慶次郎縁側日記｣

北原亞以子
あ い こ

著／新潮社

人恋しいのに話し相
手なし。過ちゆえに

居場所を失い、男の胸に去来する
寂寥
せきりょう

…。だが老いを迎え、初めて
知った至福のひととき。ぬくもりに
ひたれる人気シリーズ最新作。【長岡】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会 １月１０日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会 １月１５日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
おはなし会 １月１０日（土）、２４日（土）

いずれも１４：００～

話を直接伝えるより、別の誰かに喋
ってそのやりとりをそばで漏れ聞か
せるほうが人は信じやすい、それが
傍
かたえ

聞
ぎ

き。警察小説としても、家庭
小説としても楽しめる４編収録。

【韮山】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は、赤ちゃん～小学
校低学年くらいまでが対象です（事
前申し込み不要）。
＊毎月最終金曜日・祝日・年末・年
始などは３館共通の休館日です。
＊詳しくは、月のカレンダー（広報
にはさみ込み）・図書館ホームペー
ジ・各図書館配布の図書館カレンダ
ーをご覧ください。

スタッフより

年始はお正月番組がいろいろあり
ます。おもしろい番組が目白押しで
テレビ三昧

ざんまい

かな？でも、テレビに飽
きたら、コタツに入りながら本を読

んでみてはいかがで
すか。より一層のん
びりとした時間が過
ごせるかも。
（図書館長　名波）

干支にちなみ、牛頭
ご ず

天王
てんのう

像

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１
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「アジアの子どもたち

に学ぶ３０のお話」

池間哲郎 著

リサージュ出版

貧しさの中で懸命に
生きる子どもたちから、著者は人間と
して最も尊く大切なことを学んだ。
「一生懸命生きることが大事だ」。真剣
に生きることを親子で考えてほしい。

【中央】

今
年
の
干
支
は
丑

今
年
の
干
支
は
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つ
ち
の
と

丑う
し

で
す
。

そ
こ
で
丑
（
牛
）
に
ま
つ
わ
る
石

造
物
を
紹
介
し
ま
す
。

講演会その２
『武士のはじまり２～鎌倉北条氏の興亡～』
と　き １月１７日（土）１４：００～１６：００
ところ 韮山時代劇場映像ホール
講　師 神奈川県立金沢文庫主任学芸員　永井晋氏
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

写
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長
崎
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が
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に
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っ
て
い
る

■ 小説の主人公になって
●『Ｒｅ‐ｂｏｒｎ　はじまりの一歩』伊坂幸太郎ほか
迷い、揺れ、苦しみながら選びとった、生きる道。７
人の人気作家による小説集。【韮山】

●『ラン』森絵都 家族を失った２２歳の女性・環
たまき

が自転
車で辿りついた先には…。再生と希望を描く青春小説。【韮山・長岡】

スタッフより

● 祝成人 ●
新たな一歩を踏み出す若い人に

■ 生き方に悩んだら？
●『悩む力』姜尚中 『悩み』を手放すことなく真の強さを掴み取る

生き方を提唱。【中央】●『明日もまた生きていこう』横山友美佳
日本女子バレーボール界で将来を期待されていた著者がガンになっ

て…。【韮山】●『トップアスリート』小松成美 北京五輪金メダリ
ストほかトップアスリートたちの真の姿に迫る。【中央】

■ 大人って？　●『おとなになること』サラ・ミッダ【中央・長岡】
●『大人になるための社会科入門』乙武洋匡【長岡】

現在編集を進めている大仁町史（全５巻）の
第１巻目、『資料編二 近世』が今年３月に完
成。販売開始の時期や価格などは、広報でお
知らせしますので、ご期待ください。
資料集にまとめられた石造物調査のうち、

身近な庚申塔
こうしんとう

について紹介してみます。

大仁地区の庚申
こうしん

信仰
『庚申』とは暦の『かのえさ
る』にあたる日の禁忌の行事を
中心とした信仰。庚申とは干
支（十干十二支のこと）の庚申

かのえさる

で、６０日を周期に一巡して
庚申講
こうしんこう

が営まれました。
中国の道教に、人間の体内

にいて常に悪行
あくぎょう

を監視してい
る三尸虫

さんしちゅう

という虫が、６０日ご
とに巡ってくる庚申の夜、人

が寝ている間に抜け出して天に昇り、天上の
至高神（天帝）にその人の罪過

ざい か

を告げ、その人
は長生きできなくなるという説があります。
人々は三尸虫に抜け出る機会を与えないよ

う、その夜は眠らずみんなで庚申待
こうしんまち

や庚申
こうしん

談義
だ ん ぎ

をして一夜を明かす。これを庚申待・
宵庚申
よいこうしん

といい、加えて庚申年には供養塔を造
立しましたが、それとは関係なく造立される
ことも多くありました。
写真は、三福の龍源院境内にある宝暦１０

（１７６０）年の庚申供養塔。「右志趣者拾八年之
開講中無懈怠一百八座勤修畢」と刻まれ、三
福村の人たちの名前が残されています。ここ
に刻まれた文意は、三福村の人たちが１８年
間怠りなく１０８回の庚申講を行ったので、記
念に石塔を建立したというものです。
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牛
頭
天
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は
、
今
ま
で
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族
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し
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い
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く
れ
た
牛
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感
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す
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た
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ら
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し
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。

牛頭天王像
庚申供養塔

『大仁町史 資料編二近世』３月完成！


